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＜連絡事項＞

· 病院の下駄箱及びロッカーを片付けること。ロッカーの鍵は、下館SGMに渡すこと。病院の下駄箱で通所リハビリテーショングループが使用してよい下駄箱は、142と143のみ。

· 4/1（火）入社式の後、新入社員の施設見学予定。通所リハビリテーションについては下館SGMが説明予定。

A　10：25～10：35　（5人）

B　11：00～11：10　（6人）

C　10：15～10：25　（6人）

D　 9：55～10：05　（6人）

＜外来情報＞

· 村田　昭一　様～調子良いと話される。採血の結果、肝臓が少し悪いが、様子を見ていくとのこと。

· 伊藤　雄一　様～「今後、妹が良ければ家に戻りたいが、もし、ダメならグループホームに住む」　　　

と話される。採血の結果、貧血ありセギレン処方あり。

· 横町　　浩　様～「お腹が110ｃｍある」「暑いところに居ると頭がボーっとする。寒い所ではな

らない。薬飲まないとダメですか？」と話される。担当医よりきちんと服薬するよう説明受けている。

· 関　　秀治　様～「仕事中に余計なことを考える」と話される。睡眠は取れているとのこと。「今　

週末、外泊し、家で乳牛をやっているから手伝う」と話される。4/4（金）肝臓を調べる為、再度採血予定。

· 久保　興介　様～「デイケアスタッフに仕事したい事を話したら担当医に相談するように言われた。

青明舎で草取りの仕事とかがある」と話される。担当医より、今の体力に合わせて仕事をするなら良いと説明受けている。

· 田名部　一樹様～採血の結果、異常なし。鼻水等、風邪症状あるとの事でPL３日分処方あり。「PL

の副作用で便秘になるんですか？今、２日に１度の割合で排便ある」と話される。

· 関口　　禅　様～「前は、隣のアパートの取り壊しでうるさかったが、今は、うるさくない」と話　

される。睡眠は取れているとのこと。

＜利用様情報＞

· 下口　政子様～本日、デイケア体験利用。

· 奥山以依子様～本日、デイナイトケア体験利用。3/29（土）青風荘体験入所予定。

· 山田　健次様～本日、デイケア・デイナイトケア見学されている。自立支援上限額が2500円とい

う事を本人に説明すると「2500円払えば、外来もデイケアも来れるのか。今、如何にお金をかけずにご飯が食べれるかを考えているから2500円で済むなら良かった。4/1に利用規約を持ってくる」と話される。4/1からデイケア正式利用予定。

· 田向　玲美様～本日、デイケア見学されている。「市民病院の時からの知り合いもいるので、その

人が通所日の時に利用したい。昔、人付き合いで入院した事があるから、人付き合いが心配だ」と話される。また、エアロビクスを行いたいと話される。3/31(月)に体験利用し、デイケアを利用するかの有無等を決めるとのこと。

· 溝越　キク様～本日、体調不良の為、デイケアを欠席したいと電話連絡あり。本人が服薬出来てい　

るのか確認して頂くよう訪問看護に連絡している。
· 駒目　翔　様～アレルギー治療の為、本日から日赤病院に入院している。4/4（金）退院予定。3/31　

（月）の青南病院の外来は、父様が薬を受け取りに来るとのこと。

· 繁名　和恵様～具合が悪いとの事で、定時より少し遅めに来所されている。昼食事は、主食・副食

共に2/1摂取されている。下膳時、残食物が入ったまま、食器を返却ボックスに入れようとする等、いつもは見られない行動とっている。「幻聴はないが、起きていると吐気がする。目の前がぐるぐるする」と話され、少し早めに青山荘へ帰荘している。

· 柳町　信之様　～昨日の外来時、幸房・通所の利用について、「使いません」と話されており、担

当医からも痔の治療を優先させる為、利用しなくても良いと話しあり。本人様に電話にて確認後、3/31（月）でナイトケア退所とする予定。

· 本田　富美様～「頭がはげた。頭を洗っていたら、毛がないと気が付いた」と話される。確認する

と、1円玉くらいの大きさの傷口があり、かさぶたになっている。本人様には、患部をあまりいじらず、洗髪する際は、強くこすらないように説明している。化膿する可能性もある為、様子観察して行く。

· 宮　陽子　様　～「安ヶ平先生が、病気が治ったから、徐々に薬を減らして行くと話していた」「自

分で作ったレース等を売って生活する。月5～6万くらい稼げると思う」と話される。薬に関しては、事実確認して行く。

＜事例検討＞

○清水　秋男様（５７）　統合失調症

　・デイナイトケア利用年数：６年４ヶ月

　・デイナイトケア治療計画：プログラムへの意欲が感じられない為、本人に役割を与え、興味が持てるように援助して行く。また他メンバーとの交流が少ないため、レクリエーション、ミーティングを通して交流を増やしていけるよう支援していく。

・デイナイトケアでの最近の様子：・プログラムへの意欲が感じられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　・口を半開きにしていること多い。

・運動療法時、きちんと体を動かすことなく、ダラダラ体操したり、時には、体操に参加せず、ぼんやり外を見ている時もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・他者との交流は、適度に持たれている。

・自己評価高く、「殆ど出来ている」と答えられる。

・青風荘での様子：　　　　　　　・イヤホンをずっとつけて過ごされている。プログラム中は、イヤホンを外すよう促すと、その場限りは外されるも、すぐにイヤホンを付けられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　・プログラム終了後、挨拶してから立ち上がるよう説明しているが、挨拶している最中に立ち上がり椅子を片付けている。

　　　　　　　　　　　　　　　　・いつも行っている内容のプログラムでは、意欲感じないが、特別プログラム等は、活気ある表情で行っている。

・周りを見ないで行動する事が徐々に増えてきている。

（周りの察知が出来なくなってきている）

・今後の態様：・定期的に自己評価して頂き、面談を通してスタッフの評価とすり併せをして行く。

　　　　　　　・周りの気遣いが出来た時は、その都度評価し、本人へ伝えて行く。

　　　　　　　・運動プログラムの際、きちんと体を動かしていない時は、運動の必要性を説明し、体を動かすよう声掛けして行く。

＜奥山　以依子様　退院時ケア会議報告＞
・今後の生活目標

習得した生活能力を維持しながら、地域生活においてQOL向上を図り自分らしい生活を送る

	目標
	留意事項・必要な環境調整など

	１．青風荘での生活に慣れる

・青風荘での日課・入所規則の説明と確認

・他入所者との交流
・事前の体験利用
	・青山荘と青風荘での1日の生活スケジュールや生活方法の相違点について確認。青山荘で習慣づけた生活リズムを維持しながらも、新たな生活環境の場として再認識していただき、青風荘での生活リズムを整える。

・青風荘入所者との対人関係について配慮し、本人のストレス不安の軽減を図る。

・青風荘入所前より定期的に体験入所開始。青山荘担当者付添のもと見学を行い、序々に青風荘滞在時間を延ばす。

	2.デイナイトケア通所

・デイナイトケアの活動把握

・デイナイトケア利用者との交流
	・青風荘入所前よりデイナイトケア体験利用を実施。見学時に活動内容の説明を行った上で体験利用していただきながら、デイケアとの違いを理解していただく。

・デイナイトケアの利用者との対人関係が円滑に図れるよう慣れるまで職員の寄りそった援助が必要。

	3.生活訓練継続

・服薬・健康管理

・社会資源利用

・整容
	・服薬管理は継続して職員の確認を行う。混乱を招かないためにも青山荘からの生活スタイルを変えず、チェック表は青山荘入所中に使用していたものを継続して使用する。

・毎月市役所での重度医療申請を行っているが、単独外出・手続きが行えるようになるためにも、今後も継続して訓練を実施。現時点では、市役所から帰りのバス停までの道のりに不安があるため、重点的に支援し毎月繰り返し訓練を行う。

・季節の変わり目には一緒に衣替えを行い、衣類のチェックを行い、汚れ・解れの目立つ衣類は買い物同行しながら買い換えを行う。また、定期的に入浴・着替えが出来るよう声掛けを行う。

	4.家族関係調整

￥・家族への定期的な連絡
	・保護者との関係性が希薄となっていることからも、家族への連絡を定期に行い、面会の機会を設ける。面会時には本人の生活についての確認の他、日々の生活についての評価を行っていただく。

・面会が設定されない場合には、個別に手紙や絵画を描いて送ったり、電話にて近況報告ができるよう支援を行い、家族との関係を保つ。


　

・ご家族の希望

　「日記を書く事が出来るようになったので、本を読むようにして欲しい」

・本人様の希望

　「コンサートや旅行に行きたい。図書館に行って本を借りたい」





































